
②内容を確認後【入力確定】をクリックする。

母牛個体識別番号の入力間違いに注意

１．ログオン後の画面 ２．出生報告画面 個体識別番号は未装着耳標
一覧から選択が可能

種別を選択

①パソコン報告システムへログオン後
【出生報告】をクリックする。

３．確認画面

複数頭入力する
場合はこちら

入力が済ん
だらこちら

４．一覧確認画面

５．一覧修正画面 ６．報告完了画面

報告漏れがあっ
たらこちら

誤りがあったらこ
ちらを押して修正

削除する場
合はこちら

③一覧内容を確認し【この内容で報告】をクリックする。

報告したデータは当日中に登録されます。

修正が必要な場合は、別途修正請求書（別紙１）又
はパソコン報告（メニューの修正請求）による修正手
続きが必要となります。

修正したらこちら

④上記画面で報告完了となります。

報告完了後翌日に「報告完了メール」が送付されます。

登録エラーの内容も同時に送付されますので、必ずご確
認ください。

【届出１】出生報告を行いましょう。（当日中にホームページ上に掲載されます。）



母牛の登録状況の確認

母牛が『農場で飼養されていることになっているか』確認してください。（エラーの原因となります。）

【出生報告の留意事項】
●牛トレーサビリティ法では、出生直後（概ね１週間以内）に死亡した牛の届出は必要ありませんが、
各種助成事業等によっては出生報告が必要な場合もありますので、関係機関にご相談ください。

●出生報告カードは、当該牛がと畜等されるまで保存してください。

在庫耳標、母牛の登録情報
を確認することが重要

生年月日

『登記簿、家畜共済台帳等との生年月日が異なることによる修正請求』が多発していますので注意してください。

雌雄の別

外部生殖器により、「雄」「雌」のどちらかに判定します。
※フリーマーチンも、外部生殖器の状態により判定します。

外部生殖器の状態 牛トレーサビリティ法での報告
オス（♂） １．オス
メス（♀） ２．メス

母牛の個体識別番号

分娩した母牛の『初産月齢、分娩間隔』を確認し、届出を行ってください。
※受精卵移植の場合は、分娩した母牛の個体識別番号を入力。

母　　牛 牛トレーサビリティ法での報告
供卵牛 ×
受卵牛 ○

在庫耳標であることを確認

メニューから【繋養及び在庫耳標一覧】をクリック。

他の管理者から譲受け管理換が必要な場合は、『出生報告をする前』に都道府県主務課に連絡をしてください。


